
幼 児 教 育 ア ド バ イ ザ ー 設 置 要 綱 
 
                                                              

（目的） 

第１条 この要綱は、本市全体の幼児教育・保育の更なる質の向上に資する指導・助言等を幼稚

園、保育園、認定こども園等に行うため、幼児教育・保育の専門的な知見や豊富な実践経験等

を有する幼児教育アドバイザーの設置について、必要な事項を定めるものとする。 

 

（職務） 

第２条 幼児教育アドバイザーは、市内の幼稚園、保育園、認定こども園等の要請に基づき訪問

し、以下の内容等について、指導・助言等を行う。 

⑴ 幼児教育・保育の内容や指導方法等に関すること。 

⑵ 保育者の資質向上に関すること。 

 ⑶ 幼児教育・保育の研修に関すること。 

 ⑷ 保護者支援、組織マネジメント等に関すること。 

 

（委嘱） 

第３条 幼児教育アドバイザーは、幼稚園、保育園、認定こども園等の要請内容に応じて、次の

いずれかの経験を有する者の中から、教育委員会が委嘱する。 

 ⑴ 幼児教育の専門的な知見や豊富な実践経験を有する者 

⑵ 幼児教育施設等における一定の職務経験や研修履歴等を有する者 

⑶ 幼児教育施設における公衆衛生や危機管理、児童心理、特別支援教育等について専門性を有 

する者 

 ⑷ その他教育委員会が幼児教育アドバイザーとして適切と認めた者 

  

（経費） 

第４条 幼児教育アドバイザー設置に必要となる経費は市が負担する。 

 

（庶務） 

第５条 幼児教育アドバイザーに関する庶務は、教育委員会事務局学校教育部指導第一課及び教育

企画課において処理する。  

 

附 則 

  この要綱は、平成２８年９月１５日から施行する。 
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幼児教育アドバイザー実施要領 

 

１ 目的 

  幼児教育アドバイザーは、本市全体の幼児教育・保育の更なる質の向上を図るため、幼稚園、

保育園、認定こども園等を訪問し、各種相談業務や支援、指導・助言等（以下「指導・助言等」

という。）を行う。 

  また、幼稚園、保育園、認定こども園等からの要請に応じて、園内研修講師を務める。 

 

２ 対象 

  市内の幼稚園、保育園、認定こども園等 

 

３ 内容 

  幼児教育アドバイザーは、市内の幼稚園、保育園、認定こども園等の要請に基づき訪問し、以

下の内容等について、指導・助言等を行う。 

 ⑴ 幼児教育・保育の内容・指導方法等に関すること。 

 ⑵ 保育者の資質向上に関すること。 

 ⑶ 幼児教育・保育の研修に関すること。 

 ⑷ 保護者支援、組織マネジメント等に関すること。 

 

４ 訪問日時 

  月～土曜日の９時～17時を原則とする。 

  

５ 訪問者 

  市内の幼稚園、保育園、認定こども園等の要請に基づく幼児教育アドバイザー 

※その他幼児教育に係わる担当課職員も同行する場合がある。 

 

６ 実施方法 

⑴ 訪問を要請する幼稚園、保育園、認定こども園等は、幼児教育アドバイザー訪問依頼書（様 

式１）を教育委員会事務局学校教育部指導第一課（以下「指導第一課」という。）に提出する。 

⑵ 訪問依頼書に基づき、訪問を要請する幼稚園、保育園、認定こども園等と指導第一課・こど

も未来局保育指導課及び幼児教育アドバイザーが、事前打ち合わせを行い、訪問を実施する。 

 ⑶ 訪問実施後、訪問園は、幼児教育アドバイザー訪問に係る報告（様式２）を指導第一課に提

出する。 

 

７ 経費 

  この事業を実施するために必要となる次の経費は、本市の支出基準に基づき市が負担する。 

 ⑴ 報償費（幼児教育アドバイザー講師謝金） 

 ⑵ 普通・特別旅費（幼児教育アドバイザー園訪問） 

 ⑶ 保険料（傷害保険：スポーツ振興センター未加入幼児分 

       スポーツ安全保険：幼児教育アドバイザー） 

 

８ 委嘱期間 

  委嘱を受けた日から１年間とする。ただし、年度は超えないこととする。 

 

９ その他 

  この事業を通して知り得た事は、市は原則として公表しない。ただし、本市全体の幼児期の教

育・保育の質の向上を図る上で役立つ情報は、個人が特定できる内容を除き、関係機関の承諾を

得た上で、公表・周知する。 
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様式１ 
平成  年  月  日 

広島市教育委員会学校教育部  
指 導 第 一 課 長 宛 
 

（申請者名） 
住   所                  
園・校 名                  
園・校代表者名                

 
幼児教育アドバイザー訪問依頼書 

  
幼児教育アドバイザーの派遣を下記のとおり希望し、依頼します。 
 

記 
 
１ 園（学校）の概要（※要覧やパンフレット等の資料がある場合は一緒に送付してください。） 

園・校名 
 

職 員 数 
 

園児・児童数 
 

                       ※職員数及び園児・児童数は申請日現在の人数 
２ 訪問希望内容 

希望内容 
 

※希望のテーマ
に○をつけ、内
容をできるだけ
具体的に記入し
てください。 

〈テーマ〉 
１ 教育・保育の内容・支援方法 
２ 保育者の資質向上 
３ 特別支援教育 
４ 幼児教育・保育の研修 
５ 保護者支援 

６ 組織マネジメント 
７ 幼保小連携 
８ 発達や学びの連続性 
９ その他（            ） 

〈内 容〉 

 

 

 

※派遣を希望するアドバイザーが決まっている場合は、この欄に記入してください。 

対象人数 
職員（   ）人、園児（   ）人、保護者（   ）人、その他（   ）人 

※園児のうち保険未加入者（   ）人 

希望日時 

第１希望 第２希望 第３希望 

  月  日 （  ） 

：  ～  ： 

  月  日 （  ） 

：  ～  ： 

  月  日 （  ） 

：  ～  ： 

 
３ その他 ※ご要望がありましたらご記入ください。 
 

 
４ 連絡担当者名 

 

担当者 
職・名前 

職（       ）／ 名前（               ） 

連絡先 
園の電話番号☎ 
メールアドレス 
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様式２ 
平成  年  月  日 

広島市教育委員会学校教育部  
指 導 第 一 課 長 宛 
 

幼児教育アドバイザー訪問実施報告書 

 

 

園・校名  
園・校 

代表者氏名 
 

研修テーマ 
 

日   時 
 

幼児教育アドバイザー 

氏   名 

 

訪問内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

訪問成果 

 

（その他） 

幼児教育アドバイザー 

訪問に関する感想等 

 

 

け訪問内容・参加者の様子等 
写真等があれば添付してください。 
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平成２９年度 幼児教育アドバイザー一覧 

 

【主任・園長・校長・指導主事経験者】 

氏 名 経     験     等 

井手 隆子 元広島市保育園長 

井原 貴子 元広島市教育委員会指導第一課主任指導主事、元広島市立幼稚園長、元広陵幼稚園長  

馬本 和子 元広島市保育園長 

兼森 訓子 元広島市保育園長 

財満 由美子 元広島市教育委員会指導第一課主任指導主事、元広島市立幼稚園教諭、元広島大学附属幼稚園副園長  

佐々木 尚美 元広島市立幼稚園長、元広島文化学園大学学芸学部子ども学科教授 

高木 淨美 新規採用幼稚園教諭研修講師（広島市立）、元広島市立幼稚園長 

津丸 早苗 元広島市保育園長 

中山 千恵 元広島市教育センター指導主事、元広島市立幼稚園長 

名和原 恵理 元広島市教育センター主任指導主事、元広島市教育委員会指導第一課主任指導主事、元広島市立幼稚園長 

古澤 正憲 元広島市立小学校長、元広島市小学校教育研究会特別支援教育部会部会長 

堀内 德子 元広島市教育委員会指導第一課主任指導主事、元広島市立幼稚園長 

本多 一江 元広島市保育園長 

真砂 浩子 新規採用幼稚園教諭研修講師（広島市立）、元広島市立幼稚園長 

増田 美由紀  わらべうた講師、元広島市保育園主任保育士 

宮崎 礼子 元広島市立幼稚園長 

米川 恵美子 元広島市保育園長 

【学識経験者】 

氏 名 経験等 専門分野 

柿岡 玲子 安田女子短期大学保育科教授 
・乳幼児教育学 
・幼児期の環境教育  
・保・幼・小連携 

竹内 吉和 
三幸学園小田原短期大学保育学科講師 
竹内発達支援コーポレーション代表 

・特別支援教育学 
・教育学 
・臨床心理学 
・教育心理学 
・子育て支援 

七木田 方美 比治山大学短期大学部幼児教育科准教授 

・乳幼児保健 
・乳幼児精神保健 
・障がい児保育 
・母子臨床 
・愛着形成支援 
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～ 平成２９年度 幼児教育アドバイザー派遣案内 ～ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【幼児教育アドバイザーの具体的な活用方法】  

★講演会 ★研修会 ★行事などで！ 
（テーマ）○教育・保育の内容・支援方法  ○保育者の資質向上 

○特別支援教育   ○幼児教育・保育の研修  ○保護者支援 
○組織マネジメント ○幼保小連携  ○発達や学びの連続性 等 

 

【お問い合わせ先】 
広島市教育委員会指導第一課 担当：主事 東 

電話番号：（０８２）５０４―２７８４   Ｆ Ａ Ｘ 番 号：（０８２）５０４－２１４２ 
E - m a i l：kyo-sido1@city.hiroshima.lg.jp 

広島市教育委員会 

② 訪問終了後、「幼児教育

アドバイザー訪問実施報

告書」をＦＡＸ・メール

でご提出ください。 

広島市教育委員会では、本市全体の幼児教育・保育の更なる質の向上

を図るため、幼児教育・保育の専門的な知見や豊富な経験等を有する 

「幼児教育アドバイザー」を派遣します。 

① 希望の日時や研修内容、講師など

を「幼児教育アドバイザー訪問依頼

書」に記入し、ＦＡＸ・メールでご

提出ください。 

訪問日時 
月～土曜日の９時～１７時

を原則としています。 
（なお、訪問時間は相談に

応じます。） 
 

訪 問 先 
幼稚園、保育園、認定こども園

はもちろん、小学校へも訪問し

ます。 
 
 

対 象 
教職員・保育者・保護者 等 

 

費 用 
幼児教育アドバイザー訪問

に費用はかかりません。 
 

 
「幼児教育アドバイザー訪問依頼書」、「幼児

教育アドバイザー訪問実施報告書」は教育委

員会のＨＰからダウンロードできます。 

訪問日・訪問者が決定した
ら教育委員会からお知らせ
します。 

「「幼児教育アドバイザー訪問依頼書」等のダウンロードはこちらから 
広島市ホームページ 〉 子育て・教育 〉 教育委員会 〉 幼児教育アドバイザー派遣のご案内 
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ト
を

基
に

子
ど

も
や
ク

ラ
ス

の
様

子
を

見
て

回
ら
れ

た
。

 
 

 
○
 

子
ど

も
の

観
察

 
 

 
○
 
担
任

よ
り

状
況

等
に

つ
い
て

聞
き

取
り

 
 

 
○
 

子
ど

も
の

描
い

た
絵

や
製
作

物
、
部
屋

の
様

子
か

ら
全
園

児
名

簿
に

気
に

な
る

子

ど
も

を
チ

ェ
ッ

ク
 

等
 

夜
：

 
園

の
職

員
へ

「
気

に
な

る
子
へ

の
対

応
に

つ
い

て
」

講
義
を

行
っ

て
貰

っ
た

。
 

 
 

○
 
疑
似

体
験

や
語

り
合

い
を
交

え
た

講
義

 
 

 
○

 
自

園
の

子
ど

も
の

絵
を

解
説

し
な

が
ら

子
ど

も
理

解
に

繋
げ

た
助

言
 

訪
問
成
果

 

○
 

気
に

な
る

子
に

つ
い

て
、

保
護
者

の
了

解
の

有
無

に
関

係
な
く

相
談

で
き

た
。

 
○

 
相
談

シ
ー

ト
に

記
入

す
る

こ
と
で

、
ク

ラ
ス

の
子

ど
も

に
目
を

向
け

考
え

た
り

職
員

同

士
で

悩
み

を
話

し
合

え
た

り
し

た
。

 
○

 
専
門

の
先

生
に

実
際

に
子

ど
も
を

見
て

、
助

言
を

貰
え

る
こ
と

は
も

ち
ろ

ん
だ

が
悩

み

や
し

ん
ど

さ
に

つ
い

て
共

感
し

て
貰
え

た
こ

と
が

、
職

員
に

と
っ
て

気
持

ち
が

楽
に
な
っ

た
よ

う
で

あ
る

。
 

○
 

疑
似

体
験

に
よ

り
子

ど
も

の
気
持

ち
を

理
解

し
自

分
の

支
援
の

振
り

返
り

が
で

き
た
。

 
○

 
体
験

型
の

講
義

で
分

か
り

や
す
く

、
即

、
実

行
で

き
る

と
感
想

が
多

か
っ

た
。

 
○

 
自
園

の
子

ど
も

の
話

を
交

え
て
貰

う
こ

と
で
、
講
義
と

実
際
が

繋
が

り
、
よ

り
研
修

が

生
か

さ
れ

た
。

 
○

 
臨
時

、
嘱

託
、
正

規
職
員

を
含
め

、
ほ

ぼ
全

職
員

で
同

じ
研
修

を
受

け
た

こ
と

で
、
共

通
認

識
し

共
に

語
り

合
い

な
が

ら
保
育

を
深

め
て

い
く

こ
と

が
、
今

後
期

待
で

き
る

。
 

（
そ
の
他
）

 

幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 

訪
問
に
関
す
る
感
想
等

 

○
 

職
員

の
受

け
た

い
研

修
内

容
と
専

門
の

先
生

の
マ

ッ
チ

ン
グ
が

容
易

に
で

き
、
研
修

方

法
の

希
望

も
聞

い
て

貰
え

感
謝

し
て
い

る
。

今
後

も
お

願
い

し
た
い

。
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様
式
２

 
平
成

  
 
年
 
 
月

 
 
日

 
広

島
市

教
育

委
員

会
学

校
教

育
部
 

 
指

導
第

一
課

長
 
様

 
 

幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
訪
問
実
施
報
告
書

 

 

園
・
校
名

 
 

園
・
校

 

代
表
者
氏
名
 

 

研
修
テ
ー
マ

 

○
 

保
護

者
支

援
 

「
幼

児
の

ひ
ろ

ば
」

に
お

け
る

子
育
て

等
に

係
る

相
談

対
応

等
 

 
○

 
教
育

・
保

育
の

内
容

、
支

援
方
法

 
環

境
構
成

や
教

師
の

支
援

等
に

つ
い
て

の
指

導
助

言
 

日
 

 
 
時

 
 

幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 

氏
 

 
 
名

 
中

山
 
千

恵
 

 

訪
問
内
容

 

９
：

０
０
～
 

９
：

３
０

 
・

本
日
の

「
幼

児
の

ひ
ろ

ば
」

実
施
に

係
る
事
前

指
導

 
９

：
３
０
～
１

２
：

０
０

 
・

未
就
園

児
の

遊
び

を
観

察
す

る
と
と

も
に
、
適

宜
、

言
葉

か
け
を
実
施

…
(ｱ

) 
・

保
護
者

に
対

す
る

言
葉

か
け

や
相
談

に
応

じ
た

ア
ド

バ
イ

ス
の
実

施
…

(ｲ
) 

・
未

就
園

児
に

対
す

る
教

諭
の

支
援
等

に
つ

い
て

の
観

察
 

１
３

：
０

０
～

１
４

：
０

０
 

・
教

職
員
に
対

し
て
、
環

境
構

成
や
教

師
の

支
援

等
に

つ
い

て
の
指

導
助

言
…
(ｳ
) 

      

訪
問
成
果

 

○
 
「
幼

児
の

ひ
ろ

ば
」
実
施

後
に
環

境
構

成
や

内
容

、
教

師
の
支

援
等

に
つ

い
て

、
高

い

評
価

を
い

た
だ

い
た

こ
と

で
、
成

果
を

実
感

し
、
更
に

良
質

な
教
育

実
践

に
向

け
、
職
員

の
意

欲
の
高
ま

り
が
み
ら

れ
た

。
ま
た

、
御

助
言
を
通

じ
て

、
今
後

の
実

践
に
生
か
し
て

行
く

た
め
の
御

示
唆

が
い

た
だ

け
た
。

 
○

 
保

護
者

か
ら

の
相

談
に

快
く

対
応

さ
れ

た
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

適
切

な
ア

ド
バ

イ
ス

に

よ
り

、
保

護
者

の
不

安
や

悩
み

が
解
消

さ
れ

た
。
（
ア

ン
ケ
ー

ト
結
果

よ
り

）
 

（
そ
の
他
）

 

幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 

訪
問
に
関
す
る
感
想
等

 

 

○
 

子
育

て
の

悩
み

を
も

つ
保

護
者
自

身
に

寄
り

添
い
、
温

か
く
受

け
止

め
、
専

門
的
な

ア

ド
バ

イ
ス

を
い

た
だ

い
た

こ
と

で
、「

相
談

し
て

よ
か

っ
た
！

」「
早
速

家
で
実

践
し

て
い

ま
す

」
と

い
う

保
護

者
の

感
想

が
聞
か

れ
た

。
ま

た
、
保
護

者
支
援
・
職

員
へ

の
助

言
等

を
通

し
て

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
的

確
で

豊
か

な
対

応
に

多
く

の
こ

と
を

学
ぶ

機
会

と
な

っ

た
。

 
◯

 
幼

児
の

ひ
ろ

ば
の

取
組

に
つ

い
て

指
導

助
言

を
い

た
だ

き
、

日
々

の
実

践
を

振
り

返

り
、
成

果
を

実
感

し
、
よ

り
質

の
高
い

教
育

実
践

に
向

け
課

題
を
捉

え
る

良
い

機
会
と
な

っ
た

。
 

(ｱ
) 

(ｳ
) 

(ｲ
) 

様
式
２

 
平
成

  
 
年
 
 
月

 
 
日

 
広
島

市
教

育
委

員
会

学
校
教

育
部

 
 

指
導

第
一

課
長
 
様

 
 

幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
訪
問
実
施
報
告
書

 

  

園
・
校
名

 
 

園
・
校

 

代
表
者
氏
名
 

 

研
修
テ
ー
マ

 
日

々
の
保

育
活

動
か

ら
 

～
一

年
後
の

子
ど

も
の

様
子

～
 

日
 

 
 
時

 
 

幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 

氏
 

 
 
名

 
佐

々
木
 

尚
美

 

訪
問
内
容

 

１
．

園
児

の
遊

び
や

学
び

の
姿

（
朝
の

活
動

よ
り

）
参

観
 

 
 

寒
い

冬
の

軽
い

マ
ラ

ソ
ン

、
戸
外

遊
び

（
鬼

ご
っ

こ
、

縄
跳
び

等
々

）
 

 
 

雨
の

た
め

部
屋

で
の

活
動

 
 

 
 
 
 

け
ん

玉
、

お
手

玉
、

パ
ズ
ル

、
お

絵
か

き
等

々
 

２
．

保
育

参
観

 
 

 
作
品

展
に

向
け

て
の

活
動

 
 

 
5
歳

児
 

 
ペ

ン
立

て
づ

く
り
、

組
み

紙
づ

く
り

 
 
 
 
 
 
 
 
影

絵
づ

く
り

 
３

．
平
成

29
年
度

幼
児

教
育
指

導
者
養

成
研

修
の

研
修

内
容

の
提
供

 
４

．
本
日

の
保

育
 

作
品

展
に

つ
い
て

協
議

 

訪
問
成
果

 

〇
 

昨
年

度
の

子
ど

も
の

姿
や

教
師
の

援
助

の
あ

り
方

か
ら

、
一
年

後
の

子
ど

も
の

姿
や

教

師
の

援
助

の
あ

り
方

を
見

直
す

機
会
と

な
っ

た
。
今
年

度
の

生
活
発

表
会

の
取

組
を
説
明

す
る

こ
と

で
、
よ

り
目

指
し
て

い
る
こ

と
が

明
確

に
な

り
、
職
員

間
の

共
通

理
解

と
な
っ

た
。

 
〇

 
教
員

の
経

験
年

数
が

１
年

目
、
３
年

目
の

先
生

達
が
、
悩
み

な
が

ら
も

支
え

合
う
組

織

と
な

っ
て

い
る

こ
と

に
改

め
て

気
付
か

さ
れ

、
園

全
体

の
教

育
の
質

が
高

ま
っ

て
い
る
こ

と
を

再
認

識
す

る
機

会
に

な
っ

た
。
各

先
生

方
の

生
き

生
き

し
た
姿

勢
が

子
ど

も
に
表
れ

て
い

た
と

言
わ

れ
た

事
は

教
師

の
励
み

と
な

っ
た

。
 

（
そ
の
他
）

 

幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 

訪
問
に
関
す
る
感
想
等

 

昨
年

同
様

の
時

期
に

来
て

い
た

だ
け
た

こ
と

は
大

変
よ

か
っ

た
。

 
「

子
ど
も

た
ち

は
落

ち
着

い
て

自
分
の

目
指

す
活

動
に

黙
々

と
取
り

組
む

姿
が

見
ら

れ
た

。

先
生

方
も

落
ち

着
い

て
、

子
ど

も
と
先

生
方

の
信

頼
関

係
が

で
き
て

い
る

こ
と

が
伺

え
る

」

と
言

っ
て

い
た

だ
い

た
こ

と
が

励
み
と

な
り

、
保

育
へ

の
活

力
に
つ

な
が

っ
て

い
く

と
感

じ

た
。

 
ま

た
、
園
長

先
生

を
リ

ー
ダ
ー

と
し
、
教

職
員

が
チ

ー
ム
で

仕
事
を

し
て

い
る

こ
と

が
一

人
一

人
に

寄
り

添
っ

た
教

育
に

つ
な
が

っ
て

い
る

と
話

さ
れ

た
こ
と

は
、
今
後

も
大

事
に

考

え
て

い
き

た
い
。
私
立

の
幼
稚

園
と
し

て
、
こ

う
し

た
取
組

で
勉
強

で
き

た
こ

と
は

大
変

あ

り
が

た
か

っ
た

。
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平
成
２

９
年
度

広
島
市
幼

児
教

育
シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

～
誰

も
が

安
心

し
て

子
ど

も
を

生
み

育
て

、
学

校
教

育
・

保
育

を
受

け
さ

せ
た

い
と

思
う

「
ま

ち
」

の
実

現
に

向
け

て
～

実
施

要
項
【

一
次

案
内
】

１
趣

旨

広
島

市
で

は
、

幼
児
教
育
の
更
な
る
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成

２
８
年
度
～
平
成
３
０
年
度
ま
で
の
３
年
間
、

文
部
科
学
省
か
ら
「
幼
児
教
育
の
推
進
体
制
構
築
事
業
」
の
委
託
を
受
け
、
教
育
委
員
会

事
務
局
と
こ
ど
も
未
来
局
が

緊
密
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
公
立
・
私
立
の
幼
稚
園
、
保
育
園
等
の
各
施
設
を
巡
回
し
て
指
導
・
助
言
等
を
行
う
「
幼

児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
育
成
・
配
置
や
、
幼
児
教
育
の
拠
点
と
な
る
「
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
」
機
能
の
設
置
な
ど
、

本
市
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
推
進
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の

調
査
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
調
査
研

究
２
年
目
に
当
た

り
、
こ
れ
ま
で
の
本
市
に
お
け
る
取
組
状
況
や
成
果
等
を

発
表
す
る
と
と
も
に
、
参
加
者
の
皆
様
等

と
議
論
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

２
主

催

広
島
市
教
育
委
員
会

３
開
催
日
時

平
成
２
９
年
１
１
月

３
０
日
（
木
）

１
０
：
０
０
～
１
５
：
４
５

４
会

場

Ｊ
Ｍ
Ｓ
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ
（
中
ホ
ー
ル
）

広
島
市
中
区

加
古
町
４
－
１
７
（

）

５
参
加
対
象

⑴
保
育
園

・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
小
学
校
の
関
係
者

⑵
行
政
関
係
者

⑶
幼
稚
園
教
員
等
養
成
課
程
を
置
く
大
学
の
教
員
等

⑷
幼
児
教
育
・
保
育
関
係
者

⑸
乳
幼
児
の
保
護
者
等

※
参
加
希
望
者
が
多
数
あ
り

、
会
場
の
収
容
人
数
を
越
え
る
よ
う
な
場
合
は
調
整
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

６
日
程
及
び
内
容

受 付

開 会

＜
事
業

説
明

等
＞

「
広
島

市
が

目
指
す

幼
児

教
育

」

教
育

委
員

会

＜
デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

＞

「
幼
児
教

育
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
を

活
用
し

よ
う

」

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

ゆ
う
ゆ

う
の

も
り

幼
保

園
長

渡
邉

英
則

氏

昼 食

＜
講
演
＞

「
幼
児
期

の
教
育
の

質
の

向
上
を

目
指
し
て

－
改
訂

・
改

定
の

ポ
イ

ン
ト
を

理
解

し
よ
う

－
」

講
師
：
名

古
屋

学
芸

大
学

教
授

津
金

美
智

子
氏

閉 会

※
「

事
業

説
明

等
」

「
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
」

「
講

演
」
の
う
ち
、
１
項
目
の
み
の

参
加
も
可
能
で
す
。

※
午

前
中

は
並

行
し

て
、

幼
児

教
育

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
子

育
て
に
関
す
る
相
談

が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

※
親

子
室

及
び

保
育

休
憩

室
を

用
意

し
て

い
ま

す
。

【
講
師

紹
介
】

津
金

美
智
子

氏
名

古
屋
学
芸
大
学
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ケ
ア
学
部

子
ど
も
ケ
ア
学
科

教
授

（
前
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
視
学
官
）

○
事
業
説
明

等

本
市
の

幼
児
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文部科学省委託：幼児教育の推進体制構築事業

平成 年度 広島市幼児教育シンポジウム
～誰もが安心して子どもを生み育て、学校教育・保育を

受けさせたいと思う「まち」の実現に向けて～

【日時】 平成 年 月 日（木） 時～ 時 分
【会場】 アステールプラザ（中ホール）

広島市中区加古町
【主催】 広島市教育委員会 【定員】 名

○【事業説明】 ： ～
「広島市が目指す幼児教育」

○【ディスカッション】 ： ～
「幼児教育アドバイザーを活用しよう」
コーディネーター：ゆうゆうのもり幼保園長 渡邉 英則 氏
関東学院大学非常勤講師、國學院大学非常勤講師、
田園調布学園大学大学院非常勤講師
中央教育審議会（初等中等教育分科会教育課程部会
認定こども園教育専門部会）委員

○【講演】 ： ～
「幼児期の教育の質の向上を目指して

－改訂・改定のポイントを理解しよう－」
講師：名古屋学芸大学 ヒューマンケア学部 子どもケア学科

教授 津金 美智子 氏
・昭和 年度から平成 年度まで名古屋市立幼稚園教諭、
愛知教育大学附属幼稚園教諭、名古屋市立幼稚園主任教諭、
園長、名古屋市教育委員会の指導主事として勤務。

・平成 年度から文部科学省初等中等教育局幼児教育課教科調査官、
国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官、
文部科学省初等中等教育局視学官を歴任され、平成 年度に退職。

・平成 年度からは名古屋学芸大学教授として着任。現在、名古屋学芸大学ヒューマンケア
学部附属子どもケアセンター長を併任。
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○ 受付を行いますので、必ず受付にてお声かけく
ださい。

○ 「事業説明等」「ディスカッション」「講演」
のうち、１項目のみの参加も可能です。

○ 午前中は並行して、幼児教育アドバイザーに子
育てに関する相談ができるコーナーを設けていま
す。

○ 親子室及び保育休憩室を用意しています。保育
休憩室は の和室です。４Ｆへはエレベーターを
使用してください。

○ ホール内では、スマートホン等の電源を切るか、
マナーモードにする等のご協力をお願いします。

日 程 内 容
９：２０～ 受 付

１０：００～ 開 会
１０：１５～ 【事業説明】「広島市が目指す幼児教育」
１１：００～

１２：３０
【ディスカッション】「幼児教育アドバイザーを活用しよう」
○ コーディネーター
・ ゆうゆうのもり幼保園 園長 渡邉 英則 氏

○ 発表園・校
・ 学校法人青葉学園 青葉幼稚園

園長 米川 晃 氏 幼児教育アドバイザー 佐々木 尚美 氏
・ 広島市立落合東幼稚園

園長 川崎 文子 氏 幼児教育アドバイザー 宮崎 礼子 氏
・ 広島市立船越幼稚園

園長 國貞 祐子 氏 幼児教育アドバイザー 米川 恵美子 氏
・ 広島市立川内小学校

校長 山田 明美 氏 幼児教育アドバイザー 井原 貴子 氏
１４：００～

１５：３０
【講演】「幼児期の教育の質の向上を目指して

－改訂・改定のポイントを理解しよう－」
○ 講師
・ 名古屋学芸大学 ヒューマンケア学部 子どもケア学科

教授 津金 美智子 氏
１５：３０～ 閉 会

平成 年 月 日（木） アステールプラザ（中ホール）
日程・内容

受付等について

参加される皆様へお願い

昼食について
○ ホールでの飲食はご遠慮ください。
○ 昼食場所は４Ｆの大会議室ＡＢです。４Ｆへ
は、エレベーターもしくは階段を使用してくだ
さい。

○ ゴミ等は必ずお持ち帰りください。ご協力を
よろしくお願いします。

アステールプラザ （平面図）
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幼稚園、保育園、認定こども園、小学校等を含めた広島市
全体の幼児教育に係る推進体制が必要

8

「幼児教育の推進体制構築事業」を活用
（文科省から委託事業： ～ 年度）

本市全体の幼児教育の推進に向け、教育委員会とこども未来局との連
携・協働により、公私の幼稚園、保育園、認定こども園等と緊密な連携
を図りながら、
・「保育者（教員・保育士等）の資質・能力の向上」
・「特別支援教育に関する取組の推進」
・「小学校教育との円滑な接続」
・「家庭や地域の教育力の向上」などに取り組む。7

7

○ 幼児期の教育の今日的課題に対応するために必要な保育者
（教員・保育士等）の能力や専門性の向上

○ 特別な配慮を必要とする幼児への発達過程における継続的
な支援体制

○ 生活の連続性及び発達や学びの連続性を踏まえた幼児期の
教育と小学校教育の円滑な接続

○ 家庭や地域社会の教育力の向上及び子育てに関する保護者
支援

等に取り組む必要がある。

6

⑵ 本市の幼児教育の課題

に対応するため、

○ 子供の育ちの変化
・コミュニケーション能力の不足
・基本的生活習慣の欠如 等

○ 家庭の教育力の低下
○ 保護者ニーズの多様化 等

各就学前教育・保育施設では、
⑴ 幼児教育の役割

5

接続

広島市のめざす人間像

「心身ともにたくましく思いやりのある人」

小 学 校

大 学 ・ 専門学校等

高 等 学 校 等

保育園 自宅・その他幼稚園

中 学 校

認定こども園

幼児期の教育は、
生涯にわたる人間形成の基礎

が培われるきわめて重要なもの
であり、この時期に質の高い幼
児教育が提供されることがきわ
めて重要である。
質の高い幼児教育は、
好奇心等にあふれる心豊かな

子供を育て、健全で安定した社
会を創造する。
※ 遊びや生活を通して育まれ
る幼児期の心情・意欲・態度は、
義務教育以降の学びにつながり、
生きる力の基礎となる。

誰もが安心して子どもを生み育て、学校教育・保育を
受けさせたいと思う「まち」にする。
そのため、幼児期の学校教育・保育施設等において

は、更なる子育て支援の充実及び、より質の高い幼児
教育を実践するとともに、すべての幼児期の学校教
育・保育施設等が、広島市の目指す人間像である「心
身ともにたくましく思いやりのある人」を育成するこ
とを目標に掲げ、すべての幼児に「豊かな感性」「他
人を思いやる心」の育成を目指す。

広島市が目指す幼児教育

4

１ 広島市が目指す幼児教育について

3

本日お話しする内容
１ 広島市が目指す幼児教育について
２ 幼児教育の推進体制構築事業について
３ 求められる幼児教育アドバイザーの役割や姿

～幼児教育アドバイザーの質の向上に向けて～
４ 幼児教育アドバイザーの活用状況について
５ 幼児教育アドバイザーの活用促進に向けて
６ 終わりに・・・

2

「広島市が目指す幼児教育」

平成 年度 広島市幼児教育シンポジウム
～誰もが安心して子どもを生み育て、学校教育・保育を受けさせたいと思う「まち」の実現に向けて～

平成 年 月 日（木）
1

【事業説明】

文部科学省委託：幼児教育の推進体制構築事業

広島市教育委員会
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【目的】
幼児教育アドバイザーが園を訪問し、適切な指導・ 助言等

を行うために、幼児教育アドバイザー間での情報交換や情報
共有を図るとともに、資質・能力の向上に向けた研修を行う。

広く求められる幼児教育アドバイザーを目指して

幼児教育アドバイザー連絡協議会を開催

16

平成 年度、幼児教育アドバイザーに対し、「幼児教育の推進体制構築に向け
た懇談会」において確認された「求められるアドバイザーの役割や姿」の共通理
解を図った。
また、実際に訪問する際の留意点を含め、幼稚園、保育園等における保育の実

際に触れるため、訪問体験研修も適宜実施した。

⒧ 幼児教育アドバイザーの配置人数
・ 幼児教育の知識と経験豊富な 名を幼児教育アドバイザー

として委嘱 （参考： 年度は 名）
⑵ 幼児教育アドバイザーの経歴等（最終経歴）

公立保育所長経験者（ 人） 公立保育所主任保育士経験者（ 人）
公立幼稚園長経験者（ 人） 私立幼稚園長経験者（ 人）
主任指導主事経験者（ 人） 公立小学校長経験者（ 人）
大学教授経験者（１人） 大学教授（現職：１人）
大学准教授（現職： 人） 大学講師（現職： 人）

【平成 ９年度 幼児教育アドバイザーの配置状況】

15

３ 求められる幼児教育アドバイザーの役割や姿

14

～幼児教育アドバイザーの質の向上に向けて～

③「幼児教育アドバイザー」の派遣
幼児教育の知識と経験豊富な人材を確保し、各園の依頼等に

基づき、講演会、研修会、行事等に順次派遣
○人材
大学教授や幼稚園長、保育園長、指導主事等の経験者等

○テーマ
・教育や保育の具体的な内容や支援方法
・保育者（教員・保育士等）の資質向上
・特別支援教育
・保幼小連携
・保護者支援
・組織マネジメント ・・・など 13

②「幼児教育支援協議会」の設置

【構成員】 こども未来局関係課長、教育委員会事務局関係課長、
教育センター次長

本市の幼児教育センターとしての機能を担う協議会として
設置し、次の事項について調査研究を行う。
○ 本市に必要な幼児教育センター機能と役割
○ 保育者（教員・保育士等）の資質・能力の向上に向けた
体系的な研修

○ 本市における幼児教育アドバイザーの役割や活用推進に
向けた方策

12

⑴ 事業概要
①「幼児教育の推進体制構築に向けた懇談会」の設置
【構成員】 学識経験者、公立・私立各々の幼稚園・保育園代表、

認定こども園代表、小学校代表、行政等
特に次の事項について専門的見地から幅広く意見聴取し、

事業の円滑な実施を図る。
○ 地域の幼児教育の拠点となる幼児教育センター機能

に関すること
○ 幼児教育アドバイザーの育成・配置に関すること

11

【本市の調査研究テーマ】
○「幼児教育センター」の設置に関する調査研究

○「幼児教育アドバイザー」育成・配置に関する
調査研究

10

２ 幼児教育の推進体制構築事業について

9

― 60 ―



〈私立幼稚園〉
・ 悩みに対して（特別支援教育）たくさんのアドバイスをいただいた。継続し
てアドバイスをいただきたい。

・ 大変よい学びの機会をいただいた。自分達の保育を外に向かって「聞く」こ
とについて、保育者には不安や恐れもあったが、実際に経験してみると大きな
一歩になった。保育者自身が子供にとっての「環境」であることを肝に銘じ、
研鑽を重ねていきたい。

〈私立保育園〉
・ 事前に講師と施設長、主任、支援専門員で詳細に打ち合わせをしたので、不
安感なく、当日を迎えることができた。

・ 幼児教育アドバイザー訪問は、講演会や研修等のイメージがあり、依頼しに
くいように思っていたが、日常の保育で支援していただけることが今回のこと
でわかり、とてもよかった。今後も是非依頼したい。

（平成29年度「幼児教育アドバイザー訪問実施報告書」から抜粋）

幼児教育アドバイザーが訪問した園からの報告等

2423

幼稚園 幼稚園型
認定こども園

幼保連携型
認定こども園 保育所 保育所型

認定こども園
地方裁量型
認定

こども園
小学校

0 0
公 私 私 私 公 私 公 私 私

0

○ 訪問施設数…50園所校（訪問回数： 回）

□ 幼児教育アドバイザーが訪問した施設数（ 月末現在）

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）（ ）

【平成 ９年度の実施状況】

年 月 公幼 私幼 公保 私保 私認こ 計
平成28年11月 4 － － － － 4
平成29年 1月 5 3 1 － － 9
平成29年 2月 25 1 6 1 － 33
平成29年 3月 5 － 3 － － 8
合 計 39 4 10 1 － 54

⑵ 幼児教育アドバイザーの訪問回数（ 月・ 月～ 月）

22
※私立の幼稚園型認定こども園は私幼に含む

21

幼稚園 幼稚園型
認定こども園

幼保連携型
認定こども園 保育所

保育所型
認定

こども園

地方裁量型
認定

こども園
小学校

19 1 0 11 0 0 0
公 私 私 私 公 私 公 私 私

18 1 1 ０ 10 1 0 0 0

【平成 年度の実施状況】

○ 訪問施設数…31園所（訪問回数： 回）

⒧ 幼児教育アドバイザーが訪問した施設数（ 月～ 月）

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）（ ）

４ 幼児教育アドバイザーの
活用状況について

20

⑶ 幼児教育アドバイザー連絡協議会の開催状況
情報交換・協議の様子

19
実施状況報告の様子
（アドバイザーから園訪問を報告）

研修会の様子：特別支援教育について

平成２９年度は、アドバイザーの資質・能力の更なる向
上に向け、平成２９年４月から平成３０年３月までの計
１２回、育成研修を組み込んだ連絡協議会の開催を計画
実施している。

【開催日時】 毎月第３木曜日 時～ 時
【開催場所】 広島市教育センター
また、連絡協議会では、研修機会に関する情報提供を

行い、各種研修会への参加も行っている。
※ 平成 年度「幼児教育指導者養成研修」を２名の幼児教育アドバイザーが受講

（主催）独立行政法人教職員支援機構 （期間） ～

広く求められる幼児教育アドバイザーを目指して

18

本市における「幼児教育アドバイザー」の役割や姿

幼児教育アドバイザーは研修講師等の役割にあわせ、
教師や保育士等の保育についての相談や悩みへの対応、
園の良さ（強み）を今後更に伸ばしていくことに焦点を
あてたアドバイスを行うなど、各園の変容を評価し、
教師や保育士等の教育・保育に対する意欲が高まるよう
な助言を行う。

17
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幼稚園、保育園、認定こども園との連携
を図り、幼児教育・保育の充実に向けた取
組を一層推進し、子供たちの笑顔と声があ
ふれる、子どもと子育てに優しいまちの実
現を目指します。 32

広島市が目指す幼児教育
～誰もが安心して子どもを生み育て、学校教育・保育を

受けさせたいと思う「まち」の実現に向けて～６ 終わりに・・・

31

幼児教育アドバイザーの様々な活用について

○ 園内研修の講師等
○ 保護者講演会
○ 保護者相談（発達等に係る相談業務）
○ 子育て支援（未就園児の広場等）
○ 子育てサークル等への支援
○ 中学生等の職場体験に係る支援
○ 小学校への接続に係るサポート

（小学校との連携コーディネーター） 3029 29

⑵ 私立幼稚園・保育園の活用促進に向けて

31

週刊ひろしマスター
平成２９年８月２９日（火）２２：５５～２１：５９ 放送

⑴ 幼児教育アドバイザー訪問の活用例

広島市広報番組

27

５ 幼児教育アドバイザーの
活用促進に向けて

26

〈市立幼稚園〉
・ 職員一人一人の意見や考えを受け止めてもらえ、とても話しやすかった。
意見を出しやすい雰囲気をつくって研修を進めていただいて感謝している。

・ 援助の在り方についての悩みに対して、具体的、専門的に話をしてもらえ
るので、前向きに取り組む気持ちになった。

〈広島市保育園〉
・ 園で研修できるので、日頃研修に参加しにくい職員も参加でき、保育の資
質向上につながった。よい事業だと思う。

・ 夜間の勉強会を希望する職員が多い。再度依頼したい。
（平成29年度「幼児教育アドバイザー訪問実施報告書」から抜粋）

幼児教育アドバイザーが訪問した園からの報告等

25
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「平成29年度 広島市幼児教育シンポジウム」
に関する資料については、12月4日（月）以降に
広島市ＨＰに掲載予定です。

http://www.city.hiroshima.lg.jp/www/genre/1507600766144/index.html

下記の に掲載予定です。

広島市ホームページ
子育て・教育 教育委員会 学校教育の推進

幼稚園教育 幼児教育の推進体制構築事業

36
35

35

34

＜参考＞

「幼児教育の推進体制構築事業」

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/1372594.htm

33

文部科学省ホームページ

トップ 教育 幼児教育・家庭教育
幼児教育の振興 調査研究事業
幼児教育の推進体制構築事業
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